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濠路炭田中部及び南部地区．調査報告
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　　　　　　　1要　 旨

　昭和21年12月から黎22年9月に亘り，淡路島の中部及

び南部の亜炭調査を行つた。地質は片廓岩・結晶片岩・

花崩岩・和泉砂岩・第三紀暦・洪積暦・沖積暦からなつ　』

でV・る。爽炭暦は洪積暦で，厚さ約100ml上位40mが

砂暦，下位60mが粘土層で，粘二L暦中に1～昼層ゐ亜炭

暦が來在してV・る。炭暦の傾斜は一般に10。内外で，。稼

，行されている表暦g暦厚は70cm↑一2m，である。良質

の木質亜淡ぞ4，500カ・』リーの発熱量を有する。下位の

嚴暦徳くk4卯吻．s穿慶の劾どの化嘩舜
る・、

　炭鵬は倭文・賀集・由良・李生・津井・丸肉の6鵬が

「ある・各々の埋藏量は1・355シ420（倭文）・958・964（津井）・

126，273（賀集），、155，200（由良）358・863（李生，山由村明’

　　　　　　　　　　卵
　菌、元淡田調査会嘱託

　、地質月報第2巻第1号
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第1図・偉置図　1奉’生　2倭交　3・賀集

　　　　　4由良　5津：井6丸由

紳），．22◎485（牲．畑村草翻緯）・9乞84・（剋l！．で

ある（輩位t）。その総計2，979，045tである。

炭鵬の多くは未だ企業当初の状況で，ひとり賀集表鵬’

だけが順調ともゆうべく，その量と質の優秀な点に対し

て・早急の醗発展が望まれる・町023年2股島郷

淡量は1，500tである。

　　　　2・調査地，調査班員，期間
　　　　　　　　　　　　　　　　　＼’
1）調査地
　灘路島中部及び南部・主と．して・賀集地区・由良地区ジ

津井地区，準生（症井町劇村）地区・倭勉区・・糊

方面，中田村方面，鮎原村方面，広石村方面，灘村方面，

防村緬紳鮒八撰緬広甲肺酬1本萌
面

精査（炭鵬附近域外は概査）　』　1
’
2
） －班員

　東中秀雄（班長），’永井浩三（調査員），松下新榮，（測
。
量
員 ）

3）期問1
　　　　　　ズ
　昭和21年12月7日～昭和22年5月22月
　昭和22年6月20月～昭和22年8月17月・乳
一
昭
和22年　σ月　1月～昭和22年9月．30日

3㎏位置及び交逼

ダ

、
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　　　淡路島は阪油都市を指呼の中に握え，編良1由良，岩屋

　　の諸港の他，南部を除き，その海岸ぼ殆んど舟蓮の便のな

　　Fい所はなく，島内は洲本，編良間の淡路鉄道の通ずる他

　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　に自動車道路が一般に発連し，山聞でも馬車の通ずる道

’・　　路は到る所に存する？殊に亜炭を産する地域は多くは海

　　一抜100m以下の低地にあづて，地形は急峻でなく交通の

　　便宜は容易に得られる。’從つて蓮搬も至便である。

＼　・

　　　　　　　41、地　　形

　島内では南部中央の論鶴羽山（906m）が最も高く，沼

島，論鶴凋山，広田村山中，、先山（448m），高倉山（265

血）を結ぶ南北線を脊稜山脈として一般にその束西両側，

に地形は低まつている。地形9起伏を遠望すると・大凡

標高100mを境としゼ，それから上は地表の傾斜が急で，

下方は緩やかであ葛。上方ほ南部では和泉砂岩，中部で
「
は
花
崩 岩と見微され，・下方は大凡爽炭層で昂る洪積暦と、

見倣してよ》。來炭洪積暦の傾斜は雫坦に近い場所が多

い。從つて亜炭探掘作業及びその楡邊は容易である。

5地旦質
．　1）地質撫論

　等　淡路め地質に就v・七その岩種を挙げるならぼ片痂岩・

　　結晶片岩ぢ花崩岩・和泉砂岩乙第三紀暦・洪積暦』・段丘

　　礫暦及び神積暦ξなる。その各々を述べると次のようで

　　ある。

　　〔片廊岩〕洲本・志筑間の塩田村附近に露出しているだ

　　1け砺う・　㌧　．．，　ノー’
　　〔結晶片岩〕南方海上の沼島を形成してV・る外には現わ

　　れていなV・。

　　〔花崩岩〕、洲本・隣文・津井6卑山を結ぶ略々東西線よ

　　り域北に現われ，時に石英班岩となつてv・る事もある。

　　〔和泉砂岩〕前記花嵩岩地帯の南方即ち淡路の南部一帯

　　殖め泊璽紀嘱し払モ解ト鰐イノセ易ス等
　　の化石を産する。その岩種は花醐揖鱒接して津井・倭文

　　年於ける零う舛礫岩が基底をなし・そID上部に湊町及び

　　’その南方に見られる．頁岩がのり，・それより上にこの地暦

　　を代表する厚い砂岩若しくはそれξ翼岩ξ，P互暦が存．

　　し〕何れも走向略々北東，傾斜略々45。．南で，大きくは

　　軍斜摺曲をなすもののようである。

■　　〔第三紀暦〕　島の北部に現われ、時に野島に於けるよう’

　　に，褐淡叉は淡質亜炭を來む瓜調奪は未だ行われてい

　　なV・。．

　　〔洪積暦〕　島の中央に於V・て花嵩岩と和泉砂岩め凹地を・

　　埋めて広く、堆積し，艮質め禾質亜炭を壼する。亜炭暦1．

　　乃至5暦を換有しその下部暦附近に且卿40η如砂．，菱の

　，実の化右等を有する。　．

　～：二の暦を洪積暦とする酌確な証拠は未だ挙げられなや、

カ㍉その岩貌と叉骸榊轍附近及び蘭疎方に於

V・て上暦部の砂礫暦中に見られる讃岐石の礫から洪積世

と考える。それはこの讃岐石が小豆島・屋島等に於ける

下部洪積世に噴出した讃岐石と同時代のものであろうと　，

、思われるからであるり

〔段丘礫暦〕　洪積暦を不整合に覆う礫暦である。申早。

津井・山国村等で見られる。賀集附近のように扇状堆積

物となつている礫暦もある。

　地質構邊
　花嵩母和泉砂岩とはその鮒る附近をこ於v・て不整合

の関係にある。ーこれらと洪積暦とは明らかに叉不整合の

関係にある。前者は津井村東本村津井炭磯西方山地で認

めら為洪積層と花嶺岩との接触部は山甲村深草五斗崎

の海浜，和泉砂岩との接触部は八木村馬廻成相川の上流・

紳代村上田段川の上流等で明瞭に見．られる。

　賀集村から稗代村・・八木村・広田村を経て洲本市に至

る地域は，和泉砂岩泥けの礫からなる。厚V・所酋10m余’

の礫暦が洪積暦を擾い，多くは賀集村新田に於ける様匹

扇状堆積物の形をとつてv・る。この新期の礫暦は洪積暦

　　　も上に極めて明確に不整合にのり，その例は前記馬廻・上

田及び賀集村犬日川上流に於て看取できる。㌧

　断暦面の明瞭1ピ目撃されるものの内，』その顯著なもの

・は尾崎村・津井村・灘村に於ける竜のである。尾崎村で

は花嵩岩と洪樟暦の粘土暦ξが断暦で密接しており，断、
』
暦
面 の走向北25。酉，傾斜80。西で相当大き酔もりであ

る。’　　♂　　　　、　　　　　　　　’　　　　　1．ノー

　これには北20q東に走り，75。ト東に傾斜する副断暦が

件つている。津井村では津井小学校の東方に現われシ和

泉砂岩暦中の津井礫岩暦き洪積暦ξが接しており，前者

が後者に衡上している。1その走向訂ヒ20。西，》傾斜40。西

である。灘村に於いては土生がら吉野に至る線に於いて一

白璽系と洪積暦とが衡上断暦をなし，これは相当大規模

なもので，今日の淡路島の南岸を現矛）した原因ではなめ

かξ思われるものである。その断暦線の南西方，土生沖

ばガスの噴気が見られる由であるから，或いは今なお活1

断暦であ為かも知れな》。　　　　　　　，　　・　一、

　洲本港南方小路谷からその西方の大野字池り内を通過

する線ほ地形から一つの構造線と判ぜられる他に，池の

内に現われる洪積世の白い砂暦は特殊な作用によつてそ

の表面が変質されており，・叉その附近から冷泉が湧出し

ている事実等から大きな断暦が想像される。・

　洪積暦中では，西岸の山田村明紳から五斗崎に董る海

岸に於ける様に，小さい断暦が各処で見・られるが∫禰曲は

殆んど存V・模様である。唯津井村り於“て傾斜30。1位の

略々南北に走る向斜軸が認められる他は，沈積当時の，ま

＼
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ
・ドまの傾輪或》は晦その魎塊翻姻うて生じた　嚴暦中には立絢難埋緬たものもある力移

　　剛砺碓勘れる・1　一・　’　く麟木となつて鞭したゆ郡・・躰≒し媛の
　　　賀職獅坑瞳臆曲蠣や衡上硯られる謹れ餅の賜れる騰幡嚇鰍垂ま蝶播噺瞭
　　1繊層徽断によρて看取され為ゆである力斌れ，見られ・肺で雌2嫡ざ1・4岬立木の立株蒋ず

　　は倭娠露天掘跡軍ら縄局紬な摺曲胴様にシーる・一一．　，　、『　・、1・
　　洪積層内の現象で限られた区域のものでは准いかと』想像．　　化石は前記の櫛こ！1卿40吻α⑫乳が津井炭坑内で・華

　　される。これらの現肇とV・い，地表で観察される小断暦　　の実が倭文淡鵬露天堀跡等で発見され・とれらの淡水産・

　　　といW大部分叫のは洪灘内に隔払恐らく蟹化石と樹木の立株か朔断し砂ぐとも亜炭踏特の
　　㍉に達するものでは加であろう。昇こ述硫断暦嗣れ郡沼に堆胤脈の拳》わ尉れば妨ない・とれらの

　　　も洪棟世叉はそれ以後に生じたものば力動であるポ　　　　レ化石は何起も粘土暦中の下部に含まれている。

　　2）爽囎，一　　、一　　　・1　蝦騨餅恥畑柑嶺原村・広石村・堺村鳴
　　　・爽淡層である洪積暦について述べると，，　　　　　　　飼村・携那村・倭家村・湊町詳津井村ρミ丸山・阿万・賀

　　　洪積暦は上下二部に分けられジ上部は砂礫を主としジ　　葉村・沖代村・八木村・広田村・洲本町・由阜町・灘紅乙

　　下部は粘土を主とする。通・じて層厚は雫均約100mと算〆，中川原村・中田村等淡路中央部一帯に分布し，’傾斜はム

　　、定翫初内上の開潮4・叫下の米鵬が約6・卑・般に・靹肱山猷於亀懲釦る附近は，1眼

　　と概察される・「開に鵬暦がよく発轡ており・一介在靹田に鄭る駆戴広田村納r細駅北方に期る・・

　　する囎開糊岩の円礫・鱗騨で1泊野の礫［3・一7・。卿瀬斜をな郷吸勘るカ㍉・多く蝦凱
　　等を含み・大きV・ものは径顕cmに及ぶ。この砂層中下　　傾斜・で拡つてV・る。』　　　　　　　　　，1　　　・，

・
、
諏嫉質翫齢搬れていて，江チP購ら嚇蛭・洪寵喋盤鷹述の勘翻で舶辣，中部では・

　　る海岸道路側に問陣伽・を以て2暦存する瓜，それ以外　　花崩岩であつてその接触部は各処にあらわれでいる・又・

　　の噺では1風硯ら練い・その脚よ2㎡嘩すそ喋底灘見られる・・、　　一
　　るものがある。下の稚土暦までは10m位で場所によつ　　　洪積暦の上位には・賀集1と於ける様に現世φ礫層か量，

　　ては粘土暦上に直後のつている所もあるる分布は広』く・　　叉は山田村その他で見られる段填礫暦かが極めて明らか

　　江井町・山田村。堺村・倭文村・広田村・津井村等に・現p　 に不整合に』のつてV・る。前者の礫暦は10m以上の暦厚P

　　われていづ。　、　　　　　　　　　・　　　　　　　　を有し，、径1mに達する和泉砂岩の円礫を含む。・，鋒者の

　　　倭文村長田駅北方に見られるものはその代表的なもQ　　段昆礫層は江井町・山田村ら津井村9由良町等に晃られ，、

　　であるσ微細な石莱粒を主とし・磨き砂として利用せら　，厚さは何処も約をm，礫の大きさは径30～70cm　Oもの．

　　Pれる。　　　　　　　』　　　　　　・　　　　　　　一　が最大である。地方別に花嵩岩。花嵩岩と砂岩，砂岩だ

　　　この凝友質粘土層の上にのる砂礫暦中に，花崩岩の礫　PけとV・つた円礫から成つている。
　　　　　　　　　　　などと共に，既述の讃岐石の礫が含まれ宅いる。こめ礫

　　、囎幡ので径3cm位あり，緬は算申に風化し，そ、　、・，「、、9炭暦
　　れを破陣すると中から鰻頭の鱈の様に黒色の緻密な讃岐　　1＞ゆ畏層数．

　　石が現繍る・　　』　・1　　・し獺撮～5励数えられ屑聞瞬醐蹴よつて1
　　　その破面は介殻状を呈し，白色の腐蝕部を除いた外見　　区々であるが，その変化は大凡 1血余から10mに及ぶ6

　　℃は比較的角状で昂るが，方々に腐蝕されて生じた凹みが　　　最上層は由良町に於ける即く草炭であ為とともあり，

　　点在移讃文縛醸眼び蜘村役場勅・kmの瑚膿窟によつては嚴片が散在する轡砺ること
　　街道筋池畔の2個所で認められる。　　　　　　　　・　　もある。

　　　粘二L暦匿嘉般に青色を呈し・と町に1～5枚の鍛暦　　　，厚さは数cmかち2m余まで変化し・一般に膨縮消長

毒　が挾有されてV・る。こめ亜表暦の最上部は粘土暦の最上1．　が甚しく，各地区相互間に連続性が殆んどない。・この5

　　部と」致する場所が多く，最下部Q暦は墓盤に近接して　　暦Q中比較的厚く且つ正調を保つて賦存しているのは下

　　いるの曙通である3　　1　　　　部の塘乃至塀である・但塒には江井町柳沢・唄　・
　　　・この様に砂暦・粘土暦と洪積暦を上下2暦に分けた湖　　村深草に於ける如く上部暦の有望な場所もある。

　　蓄の聞には零整合は認やら塾ず叉到然と分類し鴛られる、　2）稼行可能の炭暦　・

　　のは，江井町・山田村附近・津井村附近・阿万村附近等　　　稼行可能の炭暦は上記の如く殆んどが最下部の1叉はF

　　で・伽何渦互に踊し誰比較的騨叉購土が多2駅ある・現在稼行されや繊脚厚さ妹燗発、，

　　唖励齢で粉』物嫡る・、　’，　・途上を隣る丸峨齢ものを除くと・79cm以上暖郷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　ゆ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、7



』
あ
6，倭文嶽の如きは約2m余の瀟が探掘舗てW羅3・cm肚の横倒腋騰を数ている・・これ綱．
　る魁多くは1，一1』2mである。一併し40～50cm程度の　　えば賀集炭碍で見られる。．」般に横倒した御幹の圧さく

騨の餓轍慰好都合畷路で蘇掘の価廊あ、る　され規の勝く，騰と樹幹との聞セこは励備喉’
　と思われる。來み綜粘土質の亀のが多ぐ1乃至2枚介在一質粘土が來まれていを。圧縮の度嫡坑内から採掘された

　し，5～15cm程度の厚さを有する。爽みが全然欠除して、　これらの幹部につV・て調べると・大凡荷重方向に於V’て

、いる個処もある。　　　　　　　　・　　　　　、　　・元の約40％の厚さに圧縮されてV・る・場所によつては

　一般に上下盤は共に嶺い緻密な粘着惟P粘土である　　瀾葉樹の葉の堆積してV・る伊処も弟る。

　が，場所によつてば診質粘土であることもある。洪積層　　3）炭層の分布

のことであるカ、ら概して地盤軟弱と見なければならず，　　　調査地域内で今までヒ到明した亜淡の賦存個処をあげ

　特に粘土暦中に！介在する砂暦は地下水の滲滲性に富むこ　　るならぼ，以下の如くなる・、

　とは論を侯たぬ。併し稼行炭層の上方には少くとも1～2　　〔倭文村土井附近〕

　枚の炭暦が賦存されてボるのが常であるから，、或る程度F　l　炭潜5暦，・下部3暦が有望，深厚最下層1・50m・第四

乏れが荷重を支えてくれる。　　・　　，　　　　．　一　暦1．00m，第三暦1．00m，中に30～50cmの粘土の來

［、炭暦の傾斜は・3～30。と地方によつて変化するが・多「　みの昂る個処がある魁上の数字にはこれは除かれてあ

・ぐは5～10。である。　　　　　　　　　　　　　・　　　る。傾斜ZF均10。，上下盤は殆ゆど粘土・最下暦には炭．

　目下稼行中の炭展は地表下10～30m程度の深部にあ　　暦2m余のものもあり・現在最下暦を稼行採翠中。、、

　　、
　つて，特別な事情の他は坑内探掘をしても，地表に近v・　〔津井村東本村附近〕

　爲に起る落盤の怖れはなV・。炭層の標高は雫均海水面を 　炭暦3暦，炭厚下暦雫均1・2m・中暦争cm・上層45cm乳，

　規準1として多くは（一）15m～（＋・）50mの間にあるよう群傾斜10・，上下盤は殆んど粘土，下暦に0・45～L40mば達

である．　　 　・　・、　　「する粘‡の嚇で2分帥ている・多喉丈1・7血’燵
　亜淡磨の発達朕況は基盤の形に左右されるところが多　　するものがある。現在下暦の爽みの下部約1mを稼貧探

く泌ずし綻筋向に娠するものと1ま限磁い誰炭中・鰍の來みに関す硫事駝の搬中の炭騨？
　次の事柄だけほ通性ξ．して考えられるであろう。耶ち基　　いて考慮されたものである・

脚地表に現棟る附近に於いて，瀟の傾斜は搬に　〔賀鄭高萩附近〕　　　　　　　・
　急でジその傾斜ほその方向に於V・て程なく緩和されてゆ　　一炭暦3層，炭厚下暦L2m・中暦貧弱・上暦はL3m

　き，その傾斜の比巌的急激に変化する辺りに炭暦は厚さ　　に達するものがあるが分布せまく薄化する様子・來みは

禰しているであろうと思われること聯為・　　殆んどない興斜4調上下鰯土・現奔礪を衡

　炭暦が膨縮少く或程度の暦厚を保つて正調に延び得る　　採掘中・

　距離は方向の如何に関ぜず1km程度のものであろうと　　〔由良町内田附近〕

　思われる。これは既設の淡鵬に於ける状況等より到断し　　　。炭層3暦，、炭厚は下暦1・1m・『中暦・・上層は貧弱傾斜・

魑たわ肱騨・m前後6ものについて1のこと聯．3・％下暦を目下稼行開発中・爽みは業占土・5c蕨質粘

　地表に現わκえ基盤から遠ざかるに從V・，炭層は水準に　　土手5cmの2暦・上下盤は土質粘土

　近付く傾向があつて，そρ膨縮は比較的少くて順調に拡　　〔山田村明承申附近〕

　るようである。その代りに一方暦厚は減じ，洪積暦に生　　　炭暦1暦・表厚92cm・傾斜40・來みは場所によ、り1．

　じた漢谷や，河流の爲に切断され，叉断暦に切られため　　暦あることがあり・その中90cmに達するものがあり・ー

　する。江井町・山田村に於ける亜淡の分布がこの消息を　　炭質粘土が多い。上下盤は炭質粘土が多V・・目下稼行開

　物語つて“る。　　　　　　　　　　　　　　　　　、　発中。　　　　　　‘　　、 　・
　現在の稼行炭暦中には断暦や衡上で断たれ，又は摺曲　　〔山田村草香南組附近〕

　を』うけて擾乱しているものがある。併し規模は到つで小　　、炭暦1暦，炭厚78cm，1傾斜4。，來みはなV・，上下盤　　夢

舗ので畝賀籔曙の坑内でその一例苅§見られる・，壕質枇試繍果轡あつて未だ稼行に着ヂされ窃

　衡上で2暦に分れたような場合，恰もその上え試錐が下　　ない。　　　　　　　　　　　　．

　されて2層と見たり，厚い爽みと誤認されたりする。な　　〔阿那賀村丸山附近〕、

　お亜表暦が正常とV・つて竜，時に凹凸膨縮が存するので　　　炭暦1暦・、炭厚5与cm・傾斜20一即。・1上下盤砂質粘

』
あ
るから，試錐結果の考察には注意を要することがわか　　土，．稼行中。　　　　　　　　　　　　、一一

　為。　、　　　　　　．　　　　　　　　　　　　、　　、颯上7個処は現在稼行中叉は稼行を自論みつつ勘る場

　表暦は時に径1m以上の根株を生育当時のまま含み，　　所である。次に準精査又は概査によつて露頭の発見され

8



た場所を誌す。その中には今後精査の必要瑛あると認め

られる場所もある。

〔八木村馬廻附近〕

　成相川成相寺上流約150mに亜表暦厚さ80cmの露頭

がある。走向北70。東，傾斜5。南，來み少く良質。同

一の炭暦が成相川成相橋上流に出ている。その露頭は略

々水雫に据り，暦厚1m，粘土の來みを交える。上下盤

は粘土である。

〔中川原村細石字厚浜附近〕

　正法寺西，西田仙藏氏宅から西方の池の東端隅に露頭

がある。暦厚：70cm，中に15cmの粘土の來みを有し，

上下20cm及び35cm計55cmが良質である。走向北

75。束，傾斜60。南，上下盤は粘土である。

〔広石村上組附近〕』

　上、組の寺の東南300m，花崩岩との境にi近く露頭があ

る。贋厚1m，砂質粘土を多く交える6走向北60。東，

傾斜10。北，上下盤は砂質粘土である。

〔広田村綿附近〕

　二本松駅北西約600mに露頭がある。淡厚｝90cmで，爽

みは殆んどなV・。走向北48。東，傾斜30。南，上下盤は粘

土である。．その東方川中にも同一淡層と思われる露頭が

ある・その暦厚1m・約6q6mの亜炭を混入した粘土の

爽みを交える・走向北25。東，傾斜70。南。

〔洲本市宇原附近〕

　宇原の南方約1kmに露頭があり，淡厚60cm，爽みは

ない・走向北40。西，傾斜6。北・上下盤は粘土である。

〔江井町柳沢附近〕

　井江町東備浜の橋から南方へ約1km，柳沢を上る。

露頭が4個処にある。その中の』部は結査済みであるが，

『炭層の分布は広V・模檬iである。淡質粘土の來みを除き，

炭厚40cm，中には1mに達する露頭もある。傾斜10。以

丙，上盤砂暦，下盤粘土暦。最上位の1暦で下に表暦の

有無はとQ附近では不明である。

〔広田村中條徳原附近〕

　山中の水準点より東南直距450mに暦厚60cmの露頭

がある。粘土と木質亜淡の混合したもので質は悪いが内

部は不明。上下盤は粘土である。

〔阿万村阿万附近〕

　炭暦2暦，上暦は貧弱，下暦に根株の大きV・もの賦点

在する。最大は径2m，縦1．3mに及ぶ。’流木少く，一淡

暦として蓮続性があるか否か不明6

〔灘村城方附近〕

　2暦ある模様であるが，上暦は亜炭片叉は草淡に似た

もので，蓮続性なく極めて貧弱。下暦と思われるものに

径50cm，縦1mの根株がある。阿万に於けるものと同

様に，株の点在するもので炭層をなすか否か不明。これ

9

は穴口を50m上つた河底及び河岸に見られる。

〔中田村竹谷附近〕

　県道の三叉路から東南100m及びその南方2箇所に

露頭がある。最上盤1暦のみ。下暦の有無不明。炭厚30

～45cm。略々水李。上盤は表質粘土である。

〔鮎原村河上附近〕

　管公寺の北西200m及び向寺の東南850m（三野畑）

に露頭がある。最上暦1暦，暦厚20～40cm，粘土を多

く交える場所がある。上盤砂又は凝友質粘土，下盤粘土。

下暦の有無不明o

〔江井町桃川附近〕

　北西流する桃川の海浜からの上流450m¢）右岸に露頭

があり，30cfn（P）程度の炭厚。上盤砂，下盤粘土。下暦

の有無不明。

〔広石村下組附近〕　　　　　『’

　青年道場の嚢iに露頭があり。炭厚17cm。i爽みはない。

上下盤は粘土である。

　附詑

上記の江井町・山田村方面には一般に炭層は4層ある。

その中上位2暦が比較的良好。淡厚最上位1m。第二層

1．36mに達するものがあるが，永続性に乏しい6下位2

暦は何れも10cm以下のものが多V・ようである。

　　　　　　　　’7　麦種及ひ褒質

1〉：炭種　　＊質・亜：炭

含）　肉眼酌観察

　色は一般に黒褐色を帯ぴる。詳しくは圧縮された一樹

木の表面は黒く淡化し，光沢を幣びているが，これは1

m皿叉はそれ以下の極めて薄い部分に限られ2その内部

は茶褐色又は黄褐色を呈し，木理が到然としている。内

』部は根に相当する部分程黄色味を増す。樹葉や小枝の堆’

積したものは黒褐色で艶はない。組織の犬部分は幹や枝。

が横状に堆積したもので板状に圧縮されてV・る。中には

立木の根株が生育当時のまま残されているものもある。

條痕は褐色が多い。

3）風化の難易

　探掘直後は埋藏そのままの原形を保つているが1坑外

に搬出して数日置くと，容易に乾燥風化され，木質部は

轡曲して反り，木理に澹つて長鱗瓶に組織が剥れ，次V・

で粉淡化するに至る。

4）靱度の強弱
　小片にづいて調べれぼ，木質部はもろく爪先きで容易

に破陣し得られる。併し淡化の進んだ木質部の外皮は中

強の靱度を示す。埋藏のままでは，．鶴墜に対し相当強V、

靱度を示すが，暦の両辺及び下部を透し堀りすれば打込

墜で板状に容易に落探し得られる。

、



5）着火及び撚蝿の難易

初めに僅かの薪淡を焚付けに・用いれぼ，着火も燃焼も

容易である。

6）鰯の長短・
中位で薪の燃焼に似ている。

7）分析結果

番号

1

2

3

4

試料産副
津名郡江井町
柳沢探表堅坑内

津名郡由良町由
良炭磯水雫坑内

三原郡倭文村
倭文炭磯丙

津名郡江井町
柳沢露頭

水到

11．34

10．66

29．50

11．04

友分1

12．95

12．56

10．02

25．27

揮発分、嘩矯

46．66　　『　29．05

48．94

36。92

40．42

27．84

23．36

23．27

臓
0．33

0．38

0。20

．0．03

1カ・レ

4510

4530

4613

3660

茨の色」分析年朋1

褐

淡褐

褐

1947
9．4

同　上
1948
3．5

1947

8．25

分析者

地質調
査所

同　上

大阪商工
局鉱山部

地質調
査所

7）適性葎び適性用逮

工場ボイラー用，家庭燃料乏叉職

溜して家庭用とするのもよV・。

　　．8漫　量
饒設炭鵬の附近のみについてその

確定及び推定炭量を次に挙げる。予

想淡量は一切省かれている。

既設炭鵬の隣接地区亭広く淡路淡

田同地域の埋藏量は，予想による他

はないから，その記述は避けること

にする。

　　9稼行欺溌
1）　調査地嬢内の淡磧

現在調査地域内で稼行されてV・る

炭購は6ヵ所ある。即ち倭文1炎鵬・

津井炭鵬，賀集表鵬，李生淡鵬，由

良炭曙，丸山表鵬である。

域下その各々につV・て要約を述べ

る。

〈A）倭丈炭騰

位置一兵庫県三i原郡倭文村土井

淡路鉄道1長田駅北東直距1，25kmに．

ある。944，200坪の鉱区を有する。

表鵬名

倭　文

津　井

賀　集

由　良

雫生山田

村明紳
山田村
草香南組

丸　山

暦種

下層

中暦

上層

，下暦

中層

上暦

下暦

下暦

」暦

一暦

一暦

炭厚

1．50

1，00

1，00

1，20

0，90

0，55

0フ45

1，20

1，10

0，92

0，78

0，55

面　積

321，433

〃

〃

114，196

241，925

356，121

〃

89，076

103，710

53，318

241，488

136，000

傾　斜
傾斜牽

50
1，004

〃

〃

100

1，02

〃

〃

〃

4～15。』

300
1，147

　30
1，000

　40，
1，0（）2

20～270

・斜面積

322，7工9

〃

〃

計

116，480

246，764

小計
363244
　，
〃

計

90，509

118，950

53，318

241，971

148，242

埋　藏　量
　　t
580，894、

387，263

387，263

1，355，420　（1）

167，731

355，340

523，071

239，741

196，152

958，964

126，273　（2）

ひ
1
5 5，200（3）

58，863

226，485

97，840

　　　　　　　　　　　　総計 2，979，045

註（1）乱掘区域は除外済

　（2）昭和22年2月迄の既探掘量4，060kg億除外済乙

　（3）昭和22年2月迄の翫採掘量2，000kgは除外済。

自動車で洲本港へ15km，湊港へ8km，長田駅へ3km

で，交通楡譲は便利である。海抜40mに位し，地表雫

・坦で，稼行作業は容易である。東北に延びる谷1伏地帯に

あつて，南北束は標高100～200mの花崩岩類の山地で

’ある。

　基盤をイ琶崩岩として洪積暦がのる。洪積暦は砂礫を主

とする上暦と粘土，砂質粘土を主どする下暦とに分けら

れ，その厚さは累計70m余である。

　下部の結土暦内に現在稼行されている区域では，亜炭

層が3暦ある。も少し広い区域をとるならぼ，なおその

上に2暦計5暦ある。走向略々北東傾斜10。西，1淡厚

は下暦1，50m，第酉暦1，00m，第三…暦1，00mで，暦聞踵

離は下層～第四暦が略々6m，第四暦～第三暦が略々4m。

第二暦～第一暦は何れも10cm程度の炭厚で，その暦間

距離は第三暦～第二暦が略々7m，第二暦～第一・暦が略々

5mである。　　　　　　　　　　　　一
・現在稼行されている炭暦は最下暦で，亜炭は発熱量墾・

600カ・リーを有する良質の木質亜淡である。淡量は稼

10



　〒区域だけで，確定推定を合して；下暦580，894t，第四暦

387，263t，第三暦387，263t合計1，355，420tを有する。

，炭磯を貫く一條の小川に露頭が見られ，今まではその

附近を露天掘してV・たにすぎなかつたが，堅坑で2m余

の表暦に逢着し，目下坑道掘進を始めてV・る。未だ緒に

つV・孝のみで昭和23年2月の月i産は鉤Otである。厚V、

淡暦と膨大な埋藏量を有する点は今日では淡路随一とも’

ゆうべく，今後の開発が大V・に期待される。

（B） 躍井炭礁

位置　兵庫県三原郡津井村東本村

湊港から県道に澹つて西方へ約5km，叉津井港からはそ

の南々西直距1，3kmにある。海抜10mに位し，面積

240，000坪，357，832坪，674，000坪の3鉱区を有し，

その合計は1，271，832坪に及ぶ。現在稼行中の地域は，

西部に花嶺岩，南部東部に和泉砂岩の現れた山地

が握え，その間にこれ等を基盤として堆積した洪

蹄地帯である。

洪積屠は砂岩と粘土磨とに分たれ，その下部で

ある粘土暦中に3層の亜表暦が賦存している。淡

厚は下暦90cm～1，20m，中暦5与m，上暦45cm，

その層間踵離は下層～中間暦が2，50m～3100m，

中暦～上暦間が3，00～7，00mで現在下暦が採掘

されつつある。亜炭は良質の木質亜淡である。層の走向

北200東，傾斜・10～15。西。

蓮搬等は容易である。和泉砂岩をi基盤とし，これに洪積

暦が堆積し・その上を新期の礫暦が不整合に覆つて扇状

地形を造つている。礫暦の厚さは10m余に及ぶ場所が

ある。この礫暦の爲に洪積暦Q露出は2，3個処に於て僅

かに見られるだけである。

洪積暦の上部，即ち淡路に於ける通性である上部の砂

層と下部の粘土暦の一部は扇状地形力諺成ざれる以前に

浸蝕されてしまつており，下部参粘土暦が直接新期礫麿

の下にある。残存するこの粘土暦の厚さは約25m『あら，

これに亜炭暦が3暦含まれている。

亜表の露頭は大白川上流の2個処で見られる。3暦の

中，上2暦は蓮続性なく，下部の1暦が稼行に堪える。そ

の表厚1，20mで，暦は綾1曼な澱謄呈し，一・部局部的な

禰曲断暦で擾乱をうけている場所がある。炭量ほ確定，・

露頭蜘3

炭量は確定推定を合して下暦は523・071t，中暦は239・

741t，上暦は196，152tで合計958，964tとなる・この地

区の南部及び東部の中津浦方面は不明である。予想炭量

を加えれぱ，埋藏量は遙かに増大するであろう。ここの

炭暦は膨縮少く正調を保つてv・る。且つ炭量の多瞭こと

將に倭文に匹敵し，大いに將來性のある有望な深鵬であ．

る。

一炭暦の上位から斜坑（加背6×6尺，延長36m，傾斜

一20。）を開坑し，右片盤をつけ掘進中で切賜は未だ準

備中であるが，総払採炭を行う予定にある。

他に本調査による探表斜坑が開難中で，両斜坑により

月産1，500tを計画している。

昭和23年2月の月i産約600亡，昭和22年2月の月産は

75tである。

　（C）賀集湊磧

　位置　兵庫県ヨ原郡賀集村幅井組字正木

淡路鉄道賀集駅の南約3kmに在る。海抜80mに位し，

320，000坪と460，850坪計7801850坪め2鉱区を有す

る。賀集駅，隔良港，‘響洲本港何れも自動車道路が通じ，’

隔良港へは5，5kmで達する。

・炭欝は南に標高300m余の和泉砂岩からなる山陵を負

い，北はヨ凍李野に向つている。地表は概ね水田で作業，

麗談糊
　　走向舵
　　傾斜西D’露藍NO』

上闇　　　　　、本層　　　　　　本犀

　　　第2図賀集炭膿亜炭露頭柱駅図
　　　　　1粘　土　2亜　炭　　3白粘土
　　　　　4青粘土　5亜炭質粘土　6砂

・o叫

”

2岡

、推定を合して126，273tと算出された。

　炭暦の上位から斜坑2本を略々弔行に卸し，一つを風

　坑としてV・る。何れも加背6×6尺・傾斜（一）200・延長，

　1つは40m，他は37mで1着：炭し，沿暦で掘進している。

　今月では総払探炭を行い，昭和22年2月は月壼8L9t
’
で
あ つたが，昭和23年2月月産600tを1蚤出している。

．　淡路では古くから開発され，設備も比較的整つており，

　塊藏量としてはそう多くなV・が，然も今月未だ老淡坑と

　しての貰録を供え，淡路炭田では最も出炭量が多い。

　（D）　寧生談磧　・

　位置　兵庫県津名郡山田村明瀞に事務所がある。

　淡路島西岸江井町山田村に跨る4鉱区を有する。ぞの面

　積は各々865，800坪，862，700坪，945，500坪，946，200

　坪，計3，620，200坪に及ぶ。郡家，江井，明赫，…都志の

　諸港が連り，明石叉は阪赫地方への舟渾は便利である。

　目下明紳港の束南約700mの八幡赫融附班に於て堅坑

　を開坑し，．採炭準備中である。ここは海抜15血に位し，

　北部と束部を花騰岩に囲まれた小盆地をなし，花樹岩を

　基盤として，洪積暦が堆積し，その粘土暦内に炭厚92cm

の炭勝塀賦存謙ている・殆ん跡剰こ鴎り嘩
　炭深度は12～18m’の範囲で地表1よ永田で作業は容易で

　ある。明瀞港へは自動車が通ずる。埋藏量は58，863tが
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確かめられた。’

　山田村草香南組海抜25mの所に試錐宅確められた炭

層がある。花嵩岩を基盤とする洪積暦の粘土暦中にある

もので，淡厚78cm，傾斜40で，確定及び推定埋藏量

は226，485tある。未だ企業に着手されておらない6こ

こも明神港までは1，5kmの距離にあつて，一部の馬車

道を除け1ぱ，自動車道路が利用できる。

他に江井町柳沢方面に，なお試錐を施すべき場所を有し

ている。

（E）由艮炭磯

位置　兵庫県津名郡由良町字内田

洲本港へ5km，由良港へ2kmの位置に在つて，海岸

に添い，両港へ主要な県道で達することができる。海抜

10mに位し，371・350坪の鉱区を有する。西に和泉砂

岩の山系が迫り，その麓に洪積層が出ている。略々海岸

線に沼って洪積暦と和泉砂岩暦との不整合な境界線が通

り，その洪積暦の基底近くに上記境界線に澹って淡暦の

　　　　　　　　　　　露頭線が延びている。
辰代

名　構 柱　　1伏 岩　質

洪積鷹

　　訪

臼塁耀

内田層・

。。Ω曾・？

一『｝一
二一：一＝一二

一　　　　　｝　　　　　一

一　　　　　　悼　　　　　騨　　　　　一

　礫
不整合

主二后嘱

粘工

…一＿一＿『＿一

……≡5≡＿一

一
丁

一
＿ 一≡∫

一｝
一草　炭

一
田

田………＿

｝

匿

＿＿＿…㎝
一　一一曾一－一　一

　　　，…≡≡≡”

一　一　　一

『　門

一　一

甜並趣占
冒　一

粘二Lヲ

主トシ

砂及ビ

礫ノ罵

属アリ

『一一「　輯

藍炭片

砂　及

線　つ

主トス

一

誉薦0｝’
嵩ご　9

一　一　　一

礪轡詐。

＿　＝『＿
歯
＿

一
一

去
亜灰縁

一一；三
畢……『一
〇白鍵挫壬

　　　　　伊’
　　　二一二一二一こ一こ

　　　一｝一一一一曽』
　　　＿　＿一＿一＿β＿

講鹸撫

　　炭暦は3暦あるが，、

。・上2暦は薄弱で間題に

　ならず，下暦が稼行の・

　対象となつ1ている。淡

　厚1，10m，走向略々北

　20。西，傾斜300束で
，，ある。露頭線は追跡で

　きるが，一今までの資料

　では内田部落附近だけ

　が有望のようである。

　確定推定を合してその

　炭量は155，200tと勘．
50

　定される。

　　本調査による探炭斜

　坑及び採炭水李坑を有

　　し，前者は未だ着炭・せ

　ず，後者は着炭後若干
了5

　の出炭を見ぜている。

　目下他に新規に竪坑を

　下し，約1mの厚さの

　炭暦に着き，その坑道

　掘進に当つている。こ
lOO凹　・

　の炭磯は資料不足につ

　き試錐数本の施行を必

　要とする。

　　（F）鬼山炭磧

第3図由良炭磯附近地質模式柱駅図　　位置　兵庫県三原郡

阿那賀村丸山

淡路西岸四国に対する海岸に面し，李均高度30mに

位し，湊町及び福良町へは山麓の海岸に県道が通じてい

る。喩逡は直接船便が利用される。東部に南北に延びる

和泉砂岩叉は花嵩岩からなる山地を負い，これを基盤と

して洪積層がのり，基盤の地表に出る附近に於てその不

整合線近くにこれと略々李行して炭暦線が現われてV・る。

その走向略々北200東，傾斜20～270西，炭厚55cmで

ある。目下斜坑によつて出淡準備中である。淡量は確定

推定を合せて97，840tとなる。

2）　開発程度及び出炭董

淡路全島に今月上詑の6炭欝が稼行中であるが，その

中月衆出炭を見てV・るのは倭文，津井，賀集の3表醤だ

けであるといつてよV・。

　その中乳倭文淡鶴は曾つて月産1・000tを超した時も

あつたが，殆んど露天掘で，月々り出産に塘減が激しく，

亭均月蓬250tの実績があるとゆう。今β厚V・淡暦と多

大の埋藏量が確認されて，今後の発展は活目して倹つべ

きものがあるが，今日のところ1堅坑からの採掘を開姶

したのと露天掘跡からの水弔掘進が行われつつあるのみ

で，炭暦の賦存区域年対しては漸く企業に着手したと変

らぬ状態にある。昭和23年2月は300tを出炭』して“る。

津井炭礁は昭和21年12月までは殆んど出炭を見て

いない。当時は唯斜坑を開墜し，湧水と電力の不足で，

その排水に悩んでV・た。その後右片盤を掘進し，着炭し

て昭和22年1月には，100tを出炭，颯後周塘しに塘炭

し，貝召和23年2月には，600ピを出炭してゴV・る。炭層は

変化少く蓮続性を保ち，炭量叉豊富であるから，倭文同

様今後は大いに発展するであろうが，今までは坑道掘進

を続け，咋今漸く長壁法によつて採表を開始したぼかり

である。

　因みに本調査にかかる探淡斜道が掘墜され何れはこれ

も出炭をみ：るであろうが，何分炭暦の確定区域に対して，

その南部のみに如上の2斜道があるだけで，而も何れも

未だ機能を発揮してなV・状態である。

　比較的設備も整い終載蔀から木過なく稼行されて來た

のは賀集表鵬である5その出表量を示すと以下の如くな　・

る。

昭和14年4月一19年末　　1，155，1t、

年月

20

年月

20

20年

21年

1 2　　　3

7　　　8 9
174，2

　1，833，1

　　892，7

40　　5 6

10　　11　　12

28，2、　0　　0
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年月

21

年月

21

年月

22

1
0
7
80，1

1
97，5

2
0
8
22，1

2
81，9

3
70，9，

9
65．4

3

4　　5　　6ド
146，3　・127，2　　57，3．

10　　11　　12
85，8　　工10，3　　126，8

4　　　5　　　6

（300，0の予定）

今Hは総払探炭を行い，昭和23年2月は600tを出

炭してV・る。

弔生，由良，1丸山の3表鵬は終載前後から今月まで殆

んど出表していない。何れも開発の序の口にあるとV・わ

ねばなるまい。

今月（昭和23年2月）全淡路の月産1，500tと漸く愁

眉を開くに至つたが，而もなお，淡路亜表の予期以上に

質の良好なこと及び埋藏量の多熔と．とに対しては全く開

発の程度極めて低いと断ぜざるを得なV・。

　　　　　　　10結　　論
　從來淡路島の：亜表は一向に世に知られていない。それ

は要塞地帯であつたとゆう関係もあるであろうが，調査

が進められていなかつたのと業者が姑息な探炭：をして自

、已の所有物であ多淡暦に認識が薄かつた爲であろうと思．

われる。その例は津井，倭文の両炭磯に於て見られる。

今月この両炭鵬は淡路表田を代表するといつてもよい地

位を獲碍しているが，何れも豊富な埋藏量と採掘楡邊に

便な地の利を占めておりながら不振の状態にある。島の

内外に拘らず，経営の当否によらず，なお一暦認識を深

め，互に小利を遜けて果断な稼行経営を行v・，一方より

精密な調査を行うならぱ・予期以上に多量の，且良質の

淡路表田は飛躍的に発展するであろう。

　今日稼行者側の要望を綜合すると，合理的な資材配給，

同じく労務管理，生産費高騰に対する適正価格，電力事

情の是正とV・つたものと，探掘楡邊に必要な農地借用買

入の問題がある。特に後者は由々しv・問題で，既述の山

田村草香南組地域が未だに羨手ざれていなV・のはこ．の爲

に他ならなV・。二様の増遽…に対して相容れなV・所以のも

のがある爲であろうが，時宜事情に適する制度だけは欲

しいものである。

　調査の結果によると，露頭のみ放置されて未だ試錐も

、行われていない個処が方々にある。なお例えぼ山田村江

井町一帯にかけての広大な洪積暦地域に於ては，厚薄を

問わず4枚¢）炭暦が賦存している筈であるが，露頭は極

めて少いのであるからゴ試錐の必要はここにも起る。叉

賀集から洲本に至る地帯は新期の礫暦によつて，洪積暦

自体が覆われているので，亜淡の露頭は特別な地点の他

は見る由もない。李生淡鵬が採炭準備中の山田村明紳に

於ける炭層は全然露頭がなく，偶然に降ろした1本の試．

錐ボ糸ワとなつたものである。既設表礎の発展を計ると

共に未蜘区域の開発が必要となる所以である。

　．（断り）　上記は大部分昭和22年9月i迄の資料に拠る。

553．　94：550．8　（522・2）

　　　　　　　　　　ツ　　ク　　モ
　畏崎県北松浦炭田九十九島・黒島地区地質調査報告

岡田健次＊・原田種成ポ

鞠

R6sum6

GeologyQfTs磁麗mojima・Kuroshima
　Distric重，：Kitamatsn覗ra　Co翫l

　　　　Field，層agas鎚ki

　　　　　Pre£eet皿e．

　　　　　　by
Kenji　Okada，＆Taneshige．Harada

　This　district　is　composed　of　Oligo－Miocne

sediments．Andesite　is　found　on　Takashima，

diorite－porpムyrite　on　Kurosh1ma．　The　ocu卜

rence　of　this　diorite－porphy1』ite　is　not　yet

clear。　Coa1．measures　in　this．district　are　of・

Sasebo　Group．Some∫workable　coal　seams

are　foun（i．　111the　south－eastern　part　of　the

／district，there　a．re　Ashiya　Group　wh’ch　has

faunas　as　follows，

　　　P60紹％σs砂or碗sおNAGムo，

　　　P60飽％％．sカ．，

　　　’7吻碗04繭αS％わ勉効0％加NAGAO，
　　　C夕7θ％s汐．，、

　　　Eoh♂％o茗46砿

　After　the　detailed　sur▽ey　of　the　west6m

part　of　Ose　peninsula，a　test　boring　must　be

planned　atミuitable　point　to　detect　coal　seams

belonging　to　Yoshinota，血i　Bed．of　Otsuji　Group．
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